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今回の標津研修会で印象に残ったのは、ホームステイです。
ホームステイ先のお母さんとお父さんはとても優しかったです。
朝起きて、お父さんが車を運転して遊びに連れて行ってくれ
ました。標茶町までは、１時間ぐらいかかりました。標茶町で
は、お祭りをやっていたので、私たちは、お祭りに参加しまし
た。いろいろな食べものを食べました。そして、私たちは多和
平牧場に行きました。とても美しい景色でした。



地元の人々は、とても親切だと思います。熱心にいろいろなことを教
えてくださったり、明るく話してくれたり、本当にいい雰囲気だと思いま
した。特に、フィッシンク体験はとてもおもしろかったです。さけを４匹
釣りましたが、全部、川に戻しました。途中、ガイドさんが熊の姿が見
たような気がして、爆竹を鳴らました。怖がっていましたが、わくわくし
ました。いい思い出が作れました。

また、標津町の環境は別のところより自然が残っていると思います。
この数日は雨の日が多かったですが、晴れた空はとてもきれいでした。
最後標津町は最高だと思います。



標津研修会の活動で印象的だったのは、やっぱり川の中で魚を
釣った時間でした。私は、中国の内陆出身ですから、このような機会
はほとんどなかったので、魚が釣れた瞬間、その感じがすごかったの
で、ぜひやったことがない人におすすめです。また、カヌーを乗った
時も、みんなの力で前進させ、友達同士の距離も縮んだ気がして楽し
かったです。

研修会の一番の魅力は、大陸のような風景と海辺の町の景政の両方
を体験することができることです。そして、標津町ならではの特産品も
おいしかったです。たとえば、サケとか昆布とかけっこうおいしかった
ので、みなさんにおすすめします。



標津では、大自然に触れる機会が多くて、すごく自然の大切さがわ
かるようになり、自然の美しさにも大変感心しました。私は、特にジャン
グルカヌーとポー川自然散策、地球がまるく見える草原と世界遺産知
床が印象に残りました。大自然をこんなに近い距離で感じることができ
て、ありがたく思います。また、ホストファミリーはとても優しくしてくれて、
日本人の生活が理解できてよかったです。
標津町の名物のミルクと海鮮は新鮮で、人々はとても暖かかったで
す。町は、小さいので、近所の人々はみんな仲が良く、自分の町を思
い出せ、町民達の気持ちがよく分かっています。標津町の人々はいつ
までも小さい町でも生活し続けたいっていう考えが感心しました。



標津研修会で体験したフィッシングは雨が降ったのに、皆、雨を気
にしないで、楽しんでいました。ジャングルカヌーポー川自然散策体
験は、私にとってはじめてでした。とてもきれいな川で、写真をたくさ
ん撮りました。
その時に開いた口がふさがらないくらい本当に楽しい時間でした。

標津町の空気はきいれいだし、
自然谷園が多いし、皆がとても
親切です。特に海鮮がとても
おいしいです。他のところとくらべて、
標津町の海鮮のほうが安いです。
そして、フレッシュです。



標津の皆さんはとても親切で、熱心に考えてくれて、いつも
笑顔で話して、本当にフレンドリーなところでした。標津町は本
当にすてきなところです。魚もいっぱいいるし、サケや花など、
特産もとてもおいしかったです。ぜひまた戻りたいです。

人も優しくて、フレンドリーで、
人の生活も閑寂にして、景色
もとても素晴らしいです。５日間、
いろいろなことをやってみたり、
いっぱいおいしい料理を食べたり、
いろいろなことが分かったり、
とても楽しかったです。


